





（Social Skills Education：以下 SSE）を実施し，ソーシャルスキルと学級満足度にどのような影響を与えるかを








登校児童は平成 24 年度に 3.1 人，平成 25 年度は 3.6 人，











ルを直接的に指導しようとする Social Skills Education
（以下 SSE）が注目され，実践が報告されるようにな
ってきた（相川，2008；金子・岩澤，2009）。
相川（2008）は，小学 4 年生 1 学級を対象として
SSE を行い，ソーシャルスキルと自己コントロールに
ついて向上が認められた。金子ら（2009）は，小学 6




































対象児童　A 県 B 小学校，1 ～ 6 年生の児童（245 名：
男子 118 名，女子 127 名）を対象とした。
実施時期　201X 年 11 月 17 日～ 12 月 10 日





















































































行うこととした。1 回目の放送は 11 月 26 日に 1 年生
と 6 年生，2 回目は 12 月 2 日に 2 年生と 4 年生，3 回
目は 12 月 10 日に 3 年生と 5 年生の順で行った。進め
方を Table 1 に示す。
Table 1　児童会活動の一環として行った学校規模の
SSE の進め方

















また，1 ～ 3 年生の児童の学級におけるソーシャル
スキルについては，「じぶんのこうどうをふりかえる




る。4 ～ 6 年生の児童の学級におけるソーシャルスキ
ルについては , 河村（2001）により開発された「児童
が学級生活で必要とされるソーシャルスキル尺度（小









校規模の SSE 実施前の 201X 年 10 月 27 日～ 31 日の
間に全学級で学級満足度尺度と小学生用スキル尺度




転校や欠席により 2 回の測定ができなかった者 5 名
（転校 3 名・欠席 2 名）を除いた 245 名を分析の対象
とした。
集団のアセスメント　201X 年 10 月に調査された学級
満足度尺度では満足群 68％，非承認群 14％，侵害行
為認知群 8％，不満足群 10％であった。侵害行為認知






















全校児童の Time1 と Time2 の学級満足度尺度の比
較をした結果，被侵害得点が有意に低くなり承認得点
は有意に向上した（Table 3）。また，4 ～ 6 年生の児

















承認感 19.97（3.58） 20.37（3.58） 2.18*
被侵害感 9.11（3.52） 8.76（3.24） 1.87*
（　）内は標準偏差．*p ＜ .05.







配慮スキル 28.96（3.10） 29.40（2.61） 2.12*
かかわりの
スキル
25.43（4.50） 26.28（4.70）   3.00**
（　）内は標準偏差．**p ＜ .01，*p ＜ .05.
Table 2　プログラムの内容




























































小学校 1 ～ 3 年用スキル尺度について　Time1 と
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必要もある。児童会活動の一環として行った学校規模
の SSE を実施後 1 か月以上経過して事後調査を行っ
ており，この間も各学級担任が指導を継続していたか
どうかの検討も必要であろう。





















































































2015 年 9 月 16 日＞
Rosenthal，T.L． ＆ Zimmerman，B.J．（1978）．Social 









 （2015 年 12 月 8 日受稿，2016 年 9 月 13 日受理）
About the Effect of the School Scale Social Skill Education Performed as a part of Children's 
Committee Activity.
Toshihiro Mori（Toyo Elementary School）
Hidenori Morinaga（Housen Elementary School）
The purpose of this study was to examine the effect of social skills education（SSE）on pupils’ social skills and school 
adjustment. SSE was implemented to 250 pupils at an elementary school when it had a whole-school special activity called 
JIDOUKAI. Before/after SSE the pupils took the Scale of School Adjustment（Kawamura, 1999）. The results showed 
statistically significant improvement in consideration skills and interaction skills among 4th, 5th and 6th grade pupils; the 
effect was most significant（p<.01）on the pupils’ interaction skills. Moreover, it was statistically significant that the pupils’ 
victimization score dropped and the approval score increased for the school as a whole. Therefore, the whole-school SSE 
was proved to motivate acquisition of social skills and social adjustment skills without SSE’s integration into the teaching 
curriculum.
Keywords：whole-school social skills education, SSE, social skills, the Scale of School Adjustment, life goals
